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～
山
陽
鉄
道
と
国
鉄
の
時
代
～ 

写
真
展 

山
陽
本
線
の
軌
跡 

開催期間 令和 6 年 7 月 2 日（火）  9 月 14 日（土） 

広島県立文書館 



 

  

一 

山
陽
鉄
道
の
敷
設
と
広
島
県
へ
の
延
伸 

 

山
陽
鉄
道
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
一
月
、

神
戸
～
姫
路
間
の
敷
設
認
可
を
得
て
工
事
が
始
ま
り
、
十

二
月
に
姫
路
ま
で
の
路
線
が
開
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

西
へ
延
伸
し
た
路
線
は
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

九
月
に
福
山
、
十
一
月
に
尾
道
ま
で
達
し
、
翌
年
七
月
に

は
三
原
（
現
糸
崎
）
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日

清
戦
争
直
前
の
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
六
月
十
日

に
広
島
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。 

 

山
陽
鉄
道
は
、
創
業
時
か
ら
徹
底
し
た
乗
客
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
し
た
。
赤
帽
や
食
堂
車
・
寝
台
車
な
ど
、
い
ず

れ
も
山
陽
鉄
道
が
国
内
で
初
め
て
導
入
し
た
サ
ー
ビ
ス

で
し
た
。
食
堂
車
は
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
神

戸
の
自
由
軒
ホ
テ
ル
が
請
け
負
っ
た
の
が
最
初
で
、
ス
ー

プ
・
オ
ム
レ
ツ
・
ビ
フ
テ
キ
・
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
・
コ
ー
ヒ

ー
と
、
開
業
時
か
ら
洋
食
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。
夏
の
一
二

等
車
に
は
蚊
帳
を
貸
し
出
し
、
冬
は
湯
た
ん
ぽ
を
貸
し
出

す
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
ぶ
り
で
し
た
。 

 

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
五
月
、
山
陽
鉄
道
は
下

関
ま
で
全
通
し
、
そ
の
二
年
後
に
は
、
神
戸
～
下
関
間
を

走
る
「
大
急
行
」（
い
ま
の
特
急
）
が
登
場
し
ま
し
た
。 

明治天皇の広島行幸図                 200407-3103 

明治 27 年(1894)9月 15日、明治天皇は日清戦争を指揮するため、広島大
本営に入った。新橋駅を出発して広島へ向かう様子を描いた錦絵。広島駅は
この 3 ヶ月前の 6 月 10 日に開業した。8月 20日の宇品線開通と合わせて、

広島は日清戦争の兵站基地となった。翌 10月 15日には広島臨時仮議事堂で
第 7 帝国議会が開会された。 

明治 30 年頃の広島停車場構内  200407-3114 

初代尾道駅舎の様子       200407-3114 
山陽鉄道は、明治 24 年(1891)11 月 3 日に福山か

ら尾道まで開通した。山陽鉄道時代に建てられた木
造切妻屋根の初代尾道駅舎。広島駅と同様、駅前に
は人力車が並ぶ。 

明治 30年代頃の福山停車場   200407-3113 
停車中の貨車の側面に山陽鉄道会社の社紋

が見える。 

写
真
展 

山
陽
本
線
の
軌
跡 

～
山
陽
鉄
道
と
国
鉄
の
時
代
～ 

  

広
島
県
に
お
け
る
鉄
道
輸
送
の
大
動
脈
で
あ
る
山
陽
本

線
は
、
今
年
で
広
島
開
通
一
三
〇
年
と
な
り
ま
す
。 

山
陽
本
線
の
前
身
は
私
設
鉄
道
の
山
陽
鉄
道
で
、
神
戸
か

ら
西
へ
敷
設
し
た
路
線
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

六
月
に
広
島
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。 

 

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
国
有
化
さ
れ
、
戦
後
は

運
輸
省
が
運
営
す
る
「
省
線
」
か
ら
国
出
資
の
公
共
事
業
体

「
日
本
国
有
鉄
道
」
（
国
鉄
）
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
四
月
一
日
、
分
割
民
営

化
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
展
示
で
は
、
広
島
開
通
一
三
〇
年
を
記
念
し
、
山
陽

本
線
の
歩
み
に
つ
い
て
、
と
く
に
山
陽
鉄
道
の
開
業
か
ら
国

鉄
時
代
に
焦
点
を
当
て
て
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

当
館
が
収
蔵
す
る
鉄
道
史
家
長
船
友
則
氏
が
収
集
・
撮
影

し
た
多
数
の
資
料
や
写
真
を
も
と
に
、
そ
の
軌
跡
を
追
っ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。 
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し
ょ
う
せ
ん 

お
さ
ふ
ね 

か 

や 

山陽鉄道汽車時刻及賃銭表         200407-3103 
明治 25 年(1892)7 月 20 日、山陽鉄道が三原まで開通した

時の時刻表ポスター。神戸から三原まで 8 時間以上を要して
いた。また、神戸～三原間に初の夜行列車が運行を開始した。 

山陽鉄道汽車時刻及賃金表       200407-3103 
明治 27 年(1894)6月 10日、広島開通時の時刻表ポスタ

ー。厳島神社を背景とし、中央に紅葉を配している。当時

は、神戸から広島まで 9 時間 40分かかっていた。 



 

  

 
 

糸
崎
駅 

ー 

往
年
の
タ
ー
ミ
ナ
ル 

ー 

神
戸
か
ら
西
進
し
た
山
陽
鉄
道
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一

八
九
二
）
七
月
二
十
日
に
三
原
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。
こ

の
時
終
点
と
な
っ
た
三
原
駅
と
は
、
現
在
の
糸
崎
駅
の
こ

と
で
す
。 

三
原
駅
と
し
て
開
業
し
た
糸
崎
駅
に
は
、
間
も
な
く
し
て

機
関
区
と
車
掌
区
が
置
か
れ
ま
し
た
。
松
浜
港
と
し
て
開

港
以
降
、
糸
崎
は
海
運
の
町
と
し
て
発
展
し
、
県
内
や
愛

媛
の
ミ
カ
ン
が
陸
揚
げ
さ
れ
た
ほ
か
、
石
油
の
輸
入
港
と

し
て
も
栄
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
三
原
以
西
へ
延
伸
さ

れ
た
後
も
、
こ
の
駅
は
「
貨
物
扱
い
重
要
駅
」
と
さ
れ
、

最
盛
期
に
は
、
駅
職
員
だ
け
で
一
〇
〇
〇
人
近
く
を
抱
え

る
駅
と
な
り
ま
し
た
。
毎
日
三
四
本
の
列
車
の
機
関
車
を

付
け
替
え
て
お
り
、
四
二
両
の
機
関
車
を
抱
え
た
大
機
関

区
で
し
た
。
駅
構
内
に
は
、
工
場
地
帯
へ
の
引
込
線
六
本

を
含
む
計
三
七
本
の
線
路
が
敷
か
れ
て
お
り
、
今
も
残
る

広
大
な
敷
地
が
、
当
時
の
面
影
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

大正期頃の糸崎駅構内            200407-3114 

 駅ホームの後方に蒸気機関車の機関庫と多数の引込線があり、
ターミナル駅だった様子をうかがわせる。背後の土地は塩田跡地
（現在は三菱重工三原製作所）。 

松永駅にて  沼隈郡青年会観光団出発の様子 
明治 43. 5.27   200407-3114 

 沼隈郡草深村（現福山市沼隈町）出身の社会教育家山本瀧之助が組織し
た沼隈郡青年会が、明治 43 年(1910)に名古屋で開催された日本最初の青年
大会に参加するため、松永駅を出発するところ。松永駅からは臨時列車が

仕立てられた。山本瀧之助は、大正 2 年(1913)に出版した『一日一善』が
ベストセラーとなり、やがて国民的運動にまで広まった。 

広島県糸崎鉄道学校              200407-3114 
 (上)校舎全景 （下）機関科生徒実習（糸崎駅機関庫前にて） 
 昭和 3年(1928)6 月、鉄道関連の職員を養成するため、全国で数

校しかなかった鉄道学校が糸崎に設立された。学科は業務科と機関
科に分かれており、業務科は駅勤務を目指す人が、機関科は機関士
を目指す人が進んだ。全校生徒は約 1,000人で、全国各地から集ま

った。国鉄はもちろん、満鉄(南満州鉄道株式会社)や朝鮮鉄道にも
多くの卒業生が就職していった。昭和 24 年(1949)廃校。 

大正期頃の糸崎駅全景 西方から望んだ様子   200407-3114 

二 

国
有
化
後
の
山
陽
本
線 

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
十
二
月
一
日
、
全
国
一
七
の
私
鉄
が

国
有
化
さ
れ
、
山
陽
鉄
道
も
国
有
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
新

橋
～
下
関
間
を
直
通
す
る
急
行
や
特
急
列
車
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
昭
和
期
に
入
り
、
や
が
て
戦
時
体
制
へ
と
突
入
す
る
と
、

鉄
道
は
国
策
に
よ
っ
て
軍
事
輸
送
が
優
先
さ
れ
、
旅
客
利
用
の
利
便
性

が
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

戦
後
は
、
原
爆
に
よ
り
壊
滅
し
た
広
島
駅
を
は
じ
め
と
し
て
、
荒
廃

し
た
山
陽
本
線
の
復
旧
工
事
に
ひ
た
す
ら
追
わ
れ
る
混
乱
期
と
な
り
ま

し
た
。 

 

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
戦

後
初
め
て
の
特
急
「
へ
い
わ
」（
翌
年
「
つ
ば
め
」
に
改
称
）
が
東
海
道

本
線
を
走
り
、
長
距
離
旅
客
用
の
新
型
電
車
「
湘
南
電
車
」
が
登
場
し

ま
し
た
。 

 

同
年
六
月
一
日
、
日
本
政
府
の
国
有
鉄
道
事
業
は
、
運
輸
省
が
運
営

す
る
「
省
線
」
か
ら
国
出
資
の
公
共
事
業
体
「
日
本
国
有
鉄
道
」
へ
と

変
わ
り
、
以
後
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や
増
発
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。 

し
ょ
う
な
ん 
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大正期頃の尾道               200407-3114 
 山陽鉄道が尾道市街地を縦断して敷設されることについて、当

時地元では根強い反対があった。 
大正期の線路は未だ単線であったが、路盤は複線用に造られてい
たことが分かる。 



 

  

 
 

走
行
解
放
（
補
機
解
錠
） 

「
セ
ノ
ハ
チ
」
で
は
、
瀬
野
駅
を
発
車
す
る
旅
客
列
車
や
貨
物
列
車

の
最
後
尾
に
補
機
の
機
関
車
を
増
結
し
、
後
押
し
し
て
急
勾
配
を
登

っ
て
い
ま
し
た
が
、
八
本
松
駅
に
近
づ
く
と
、
「
走
行
解
放
」
と
い

っ
て
、
走
行
中
に
補
機
を
切
り
離
し
て
い
ま
し
た
。
通
常
は
安
全
性

の
面
か
ら
停
車
解
放
す
る
の
が
普
通
で
す
が
、
「
セ
ノ
ハ
チ
」
で
は

速
達
性
を
重
視
し
て
走
行
中
に
解
放
（
解
錠
）
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
作
業
は
危
険
を
伴
う
も
の
で
、
蒸
気
機
関
車
の
時
代
に
は
、
機

関
助
士
が
デ
ッ
キ
を
伝
っ
て
連
結
器
の
と
こ
ろ
ま
で
行
き
、
ワ
イ
ヤ

ー
を
引
上
げ
て
切
り
離
し
て
い
ま
し
た
が
、
の
ち
に
自
動
解
放
装
置

が
考
案
さ
れ
、
機
関
車
に
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
「
走
行
解
放
」
は
、
旅
客
列
車
の
性
能
向
上
に
よ
り
、
次
第
に

見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
貨
物
列
車
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
三
月
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

瀬野機関区 昭和39. 6.30   200407-5549 

瀬野機関区にて 
登り貨物列車に補機を増結するところ 

     昭和 43. 3.31  200407-5549 

瀬野駅に並ぶ補機の電気機関車 EF59 形              
昭和 47. 1.22   200407-5549 

 EF59 形電気機関車は前後に台車が付い

た機関車で、昭和 7～8年(1932～33)頃に製
造され、戦火をくぐり抜けて活躍した。戦
時中のお召列車専用機関車だったものや、

B29 の爆撃で損傷し復帰したものもあっ
た。「セノハチ」で使用された当時は、EF59
形が全国でただ１ヶ所存在する場所となっ

ていた。昭和 57 年(1982)4 月に新型電気機
関車（EF67 形）が導入されるまで活躍した。 

瀬野機関区にて 後押し蒸気機関車最後の日 
昭和 39. 6.30   200407-5549 

 「セノハチ」の後押し機関車は、昭和 39 年

(1964)7月 1 日から、蒸気機関車（D52 形）から
全て電気機関車（EF59 形）へ切り替わることに
なった。瀬野機関区一帯では、蒸気機関車の煤

煙に長く悩まされてきたが、6 月 30 日にはお別
れ式が行われ、車体に別れを惜しむ書き込みが
なされた。 

 

←八本松駅西方にある走行解放（補機解錠）地点 

昭和 39. 6. 7   200407-2963 

瀬野～八本松間 
上り貨物列車の走行解放（補機解錠） 

昭和 39. 6. 7   200407-2963 

↑瀬野～八本松間 走行解放（補機解錠）の瞬間 

昭和 39. 6. 7   200407-5549 
 広島 9:45 発特急「第二つばめ」東京行きの走
行解放（補機解錠）の様子。 

瀬野～八本松間にて貨物列車と補機の蒸気機関車 
昭和 39. 6. 7   200407-5549 

瀬野～八本松間にて 

貨物列車を重連で後押しする補機の蒸気機関車 
昭和 39. 6. 7   200407-5549 

瀬野駅にて 

急行「ながと」に補機を連結するところ 
昭和 47. 1.22   200407-5549 

下関発大阪行きの急行「ながと」2号は、広島を 15:36

に発車。次の停車駅は西条であるが、途中の瀬野駅で
補機を増結した。当時は、電車が「セノハチ」を登る
ときも補機で後押ししなければならなかった。 

三 

山
陽
本
線
の
難
所
「
セ
ノ
ハ
チ
」 

 
山
陽
本
線
の
瀬
野
～
八
本
松
間
（
通
称
「
セ
ノ
ハ
チ
」
）
は
〝
西
の
箱
根
〟
と
も
呼
ば
れ
、

東
海
道
・
山
陽
本
線
き
っ
て
の
急
傾
斜
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
有
数
の
急
勾
配
区
間
で

あ
る
セ
ノ
ハ
チ
で
は
、
開
業
時
か
ら
、
瀬
野
駅
を
発
車
す
る
上
り
列
車
に
必
ず
蒸
気
機
関
車

の
補
機
を
最
後
尾
に
増
結
し
、
後
押
し
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
瀬
野
駅
に
は
当
初
か

ら
駐
泊
所
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
緑
濃
い
山
村
に
絶
え
ず
蒸
気
機
関
車
が
待
機
し
、
多
数

の
鉄
道
職
員
が
勤
務
し
て
い
た
た
め
、
瀬
野
は
「
鉄
道
村
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
広
島
ま
で
の
電
化
が
実
現
し
た
後
も
、
セ
ノ
ハ
チ
を
通

る
電
車
は
急
勾
配
に
対
応
で
き
ず
補
機
を
必
要
と
し
た
た
め
、
電
気
機
関
車
に
よ
る
後
押
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
国
鉄
の
経
営
合
理
化
の
た
め
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
十
一
月
一
日
に

瀬
野
機
関
区
は
解
消
さ
れ
、
そ
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。 

こ
う
ば
い 

‐4‐ 

瀬野～八本松間を走る急行「筑紫」 
 昭和 35. 4.24   200407-606 

博多駅 9:00発の東京行き急行「筑紫」。瀬野
駅を 15:04 に発車し八本松駅に向かうところ。
東京には翌朝 7:41に到着した。最後尾に補機の

蒸気機関車が後押ししているのが見える。 



 

  

瀬野駅にて  電化入線試験列車 
昭和 37. 4.28   200407-2963 

手前の車両は、建築限界測定用の試験列車。

電化のために設置した線路設備が列車とぶつか

らないか検査している。車体から飛び出た測定

用の矢羽根が花魁のかんざしに似ていることか

ら、「オイラン列車」とも呼ばれる。 

瀬野～八本松間にて  電化入線試験列車 
昭和 37. 4.28   200407-5549 

広島駅にて 

き電走行試験列車（左）と急行「宮島」（右） 
昭和 37. 5. 3    200407-5549 

 広島電化開通を間近にひかえ、電車による試験

走行を行うところ。「き(饋)電」とは、架線から電
車や電気機関車に必要な電力を供給すること。右
は広島 9:00発の急行「宮島」大阪行き。 

八本松駅にて  電化入線試験列車 
 昭和 37. 4.28   200407-5549 

電化初日の広島駅 4 番線 
昭和 37. 6.10   200407-5549 

 広島 9:45 発東京行き特急「第二つばめ」（祝賀

列車）発車前の様子。 

広島電化初日 
特急「第二つばめ」１等車の車内 

昭和 37. 6.10   200407-5549 

 東海道本線で活躍してきた「こだま型」特急
電車が初めて広島での営業運転を行った。 

広島～向洋間にて   準急「とも」１号 

昭和 38. 5.19   200407-5549 
 広島 10:45 発岡山行き。前面二枚窓が特徴的
な湘南型電車は、電化開通に伴って、昭和 38年

(1963)2月 22日に初めて広島地区に登場した。 

四 

電
化
の
西
進 

 

戦
後
の
鉄
道
史
に
お
け
る
大
き
な
エ
ポ
ッ
ク
は
、
蒸
気
か
ら
電
気
へ
の
転
換
で
し
た
。
山
陽
本
線
で
は
、

早
期
無
煙
化
を
図
る
た
め
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
東
海
道
本
線
に
続
く
山
陽

本
線
の
電
化
の
波
は
徐
々
に
進
み
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
六
月
十
日
に
は
、
広
島
ま
で
の
電
化

が
完
成
し
ま
し
た
。
電
化
第
一
号
と
な
っ
た
の
は
急
行
「
第
一
宮
島
」
で
、
六
月
十
日
の
朝
、
広
島
駅
の

ホ
ー
ム
に
緑
と
オ
レ
ン
ジ
の
「
湘
南
色
」
の
電
車
が
入
線
し
、
電
化
開
通
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
十
月
一
日
に
は
、
山
陽
本
線
の
全
線
電
化
が
完
成
し
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
大
幅
な
ダ
イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
、
東
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

ま
で
東
海
道
本
線
で
活
躍
し
た
「
こ
だ
ま
」
型
特
急
電
車
や
湘
南
電
車
な
ど
が
続
々
と
山
陽
本
線
へ
移
籍

し
ま
し
た
。
以
後
の
一
〇
年
間
は
、
最
も
に
ぎ
や
か
に
、
様
々
な
電
車
が
山
陽
本
線
を
行
き
来
す
る
時
代

と
な
り
ま
し
た
。 

廿日市～宮島口間にて 

 昭和 42. 6. 3   200407-5549 
 昭和 25 年(1950)度以降に製造さ
れた二次車は前面二枚窓となった。 

や ば ね 

広島機関区にて 

昭和 42.11.18  200407-5551 
 昭和24年(1949)度末に一次車として
製造された前面三枚間窓の湘南電車。 

おいらん 

広島車両所にて クハ 86001（左）とモハ 80001（右）                     昭和 60.11.10   200407-5549 
 湘南電車は廃車後、殆どの車両が解体処分されたが、トップナンバーのクハ 86001 とモハ 80001 だけは解体されず、長く柳井駅構内に留

置されていた。その後広島車両所へ運ばれ、修復された。現在は京都鉄道博物館で静態保存され、現存する唯一の湘南電車となっている。 

 
 

「
湘
南
電
車
」
と
広
島 

広
島
駅
が
電
化
開
通
し
た
翌
年
の
昭
和
三
十
八
年
（
一

九
六
三
）
二
月
二
日
、
広
島
に
初
め
て
「
湘
南
電
車
」
が

登
場
し
ま
し
た
。 

 

「
湘
南
電
車
」
は
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
度

末
以
降
、
蒸
気
機
関
車
輸
送
の
客
車
に
代
わ
る
中
長
距
離

輸
送
の
電
車
と
し
て
製
造
さ
れ
た
車
両
で
、
日
本
の
鉄
道

が
電
車
時
代
を
迎
え
る
象
徴
的
存
在
で
し
た
。
当
初
は
東

海
道
本
線
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
車
体
色
が
湘
南

地
方
の
特
産
ミ
カ
ン
に
因
ん
だ
オ
レ
ン
ジ
と
グ
リ
ー
ン

の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
だ
っ
た
こ
と
か
ら
「
湘
南
電
車
」
の

愛
称
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
全
て
姿
を
消
し
ま
し

た
が
、
ト
ッ
プ
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
だ
け
が
解
体
さ
れ
ず
に

残
さ
れ
、
広
島
車
両
所
で
修
復
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

現
在
は
、
京
都
鉄
道
博
物
館
に
静
態
保
存
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
車
体
側
面
に
は
「
日
本
国
有
鉄
道
広
島
車
両
所
」

と
刻
ま
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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五 

山
陽
本
線
を
走
っ
た
優
等
列
車 

 

山
陽
本
線
に
は
か
つ
て
、
数
々
の
特
急
・
急
行
・
準
急
列
車
が
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
。
戦
後
の
山
陽
本

線
を
彩
る
優
等
列
車
の
象
徴
的
存
在
は
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
三
月
に
京
都
～
博
多
間
を
走
っ
た

蒸
気
特
急
「
か
も
め
」
で
し
た
。
そ
の
後
、
進
駐
軍
の
軍
用
列
車
が
廃
止
さ
れ
た
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五

六
）
か
ら
三
十
三
年
に
か
け
て
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
特
急
と
し
て
「
あ
さ
か
ぜ
」
や
「
さ
ち
か
ぜ
」（
の
ち
の
「
さ

く
ら
」）・
「
は
や
ぶ
さ
」
が
登
場
し
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。 

 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
導
入
さ
れ
た
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
は
、
急
行
「
山
陽
」
や
準
急
「
吉
備
」

「
に
し
き
」
な
ど
が
運
転
を
開
始
、
翌
年
に
は
日
帰
り
特
急
「
へ
い
わ
」
の
ほ
か
、
急
行
「
別
府
」
や
「
宮

島
」
「
長
門
」
、
準
急
「
周
防
」
も
登
場
し
ま
し
た
。
特
急
「
か
も
め
」
も
、
同
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
デ
ィ

ー
ゼ
ル
特
急
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

広島駅にて 下り特急「あさかぜ」 
 昭和 42. 8. 9   200407-3014 

東京 19:10 発博多行きの寝台特急。広島を 7:24

に発車したところ。 

瀬野～八本松間にて 
急行「第二宮島」 

昭和 39. 6. 7   200407-2963 
広島 14:20 発東京行き。東京は翌朝

5:40 着の長距離電車。「第一宮島」は

広島 7:25 発で東京 20:00着。 

広島駅東方にて 特急「しおじ」1 号 
昭和 44. 3.10   200407-5551 

新大阪10:28発広島行き。終着広島駅へ14:50に到着するところ。 

広島駅にて 特急「へいわ」の発車式  

昭和 36.10.1   200407-3014 
広島 7:30 発大阪行きの日帰りディーゼル

特急。「へいわ」は愛称を一般公募して決ま

ったもの。 

広島駅にて 急行「べっぷ」の発車式 
昭和 36.10.1   200407-5549 

広島 8:20 発別府行き。この日のダイヤ改

正で広島発着の列車は大幅に増便。優等列
車時代の到来となった。 

本郷～河内間にて 
特急「つばめ」2号 

昭和 50. 3. 2 
200407-5549 

岡山 11:15 発熊本行き。3

月 10日の山陽新幹線博多開
通に伴い、山陽本線の特急
は全て廃止された。 

広島駅にて 上り特急「かもめ」の発車     昭和 36. 9.23   200407-3014 
博多 10:15 発京都行き。広島を 15:03に発車した。 

広島駅を発車した特急「あかつき 

昭和 43. 5.17   200407-3014 
西鹿児島 19:25発／長崎 22:00 発新大阪行き

の寝台特急。広島を朝 5:35 に発車したところ。 

瀬野駅にて 急行「第一つくし」 

昭和 43. 3.31   200407-2963 
大阪 9:00 発博多行き下り列車。瀬野を通過

し、広島へ向かうところ。 
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太
田
川
放
水
路
と
横
川
駅
の
高
架
化 

 

広
島
に
お
け
る
国
鉄
路
線
の
大
規
模
工
事
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
太
田

川
放
水
路
建
設
に
伴
う
横
川
駅
の
高
架
化
工
事
で
し
た
。 

 

太
田
川
の
改
修
工
事
は
、
洪
水
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
広
島
市
街
地
に
と

っ
て
、
戦
前
期
か
ら
の
懸
案
で
、
戦
後
も
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
の

枕
崎
台
風
や
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
キ
ジ
ヤ
台
風
な
ど
、
大
き
な
被
害
が

続
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
太
田
川
放
水
路
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
放

水
路
は
川
幅
が
三
〇
〇
ｍ
で
、
水
位
は
一
・
五
ｍ
高
く
な
る
た
め
、
横
川
地
区

の
国
鉄
の
線
路
は
最
高
四
・
五
ｍ
の
嵩
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
横
川
駅
を
発
着
駅
と
し
て
い
た
可
部
線
は
線
路
を
移
設
す
る
こ
と
と

な
り
、
放
水
路
の
東
岸
か
ら
西
岸
へ
と
線
路
の
付
け
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
山
陽
本
線
の
横
川
駅
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
高
架
化
工
事
が
行
わ
れ
、
昭

和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
六
月
に
横
川
駅
の
高
架
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

 

六 

新
幹
線
開
通
に
よ
る
変
化 

新
幹
線
の
開
通
は
、
鉄
道
高
速
化
時
代
の
象
徴
で
す
が
、
同
時
に
、
在
来
線
の
あ
り

方
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
る
契
機
に
も
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
三
月
十
日
、
山
陽
新
幹
線
が
博
多
ま
で
開
通
す
る
と
、
国

鉄
で
は
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
山
陽
本
線
を
走
る
昼
の
特
急
・
急
行
列
車
三
六
往
復
の
全

廃
を
決
定
し
ま
し
た
。 

山
陽
新
幹
線
全
通
の
日
に
先
立
つ
三
月
八
日
、
特
急
「
つ
ば
め
」
や
「
は
と
」
が
廃

止
さ
れ
た
の
に
続
き
、
九
日
に
は
戦
後
初
の
特
急
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
「
か
も
め
」

も
廃
止
さ
れ
、
山
陽
本
線
区
間
を
走
る
特
急
と
し
て
親
し
ま
れ
た
「
し
お
じ
」
も
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
博
多
を
起
点
と
す
る
新
幹
線
接
続
ダ
イ
ヤ
が
組
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
で
、
国
鉄
始
ま
っ
て
以
来
の
四
六
〇
〇
人
に
の
ぼ
る
職
員
の
配
置
転
換
と

二
七
〇
〇
両
に
の
ぼ
る
客
車
の
移
籍
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

新幹線建設以前の福山駅 

昭和 39.12.11   200407-2963 
 後方の福山城は、まだ天守閣が再建されて
いない。福山城天守閣は、昭和 20 年(1945)8

月 8 日の福山空襲で焼失。同 41 年(1966)に再
建された。 

新幹線工事で仮営業中の福山駅 
昭和 46. 3.28   200407-5549 

 新幹線工事に備えてプレハブの仮駅舎が建設

された。 

新幹線高架工事中の福山駅 

昭和 48. 2. 5   200407-5549 
 在来線を 2 階に、新幹線を 3階に設ける国内
発の二重高架駅として建設された。 

新幹線高架工事中の福山駅 
昭和 47. 3.10  200407-5549 

横川駅 3番ホームから工事中の 1・2番 

ホームを望む     昭和 38.10.13  
200407-5549 

工事中の横川架道橋（旧道）                
昭和 37. 7.28   200407-5549 

横川駅陸橋から横川踏切方面を望む 
昭和 38. 4.20   200407-5549 

山陽新幹線開通後の三原駅 
昭和 58. 7.30   200407-5549 

 在来線ホームが高架化する以前の様子。平

成 2 年(1990)6 月に山陽本線が、同 3 年
(1991)7 月に呉線が高架化し、三原駅の高架
が完成した。 

横川駅西方 旧線を行く列車と新鉄橋 
昭和 37. 7.28   200407-2963 

新幹線工事以前の広島駅  
昭和 47. 2.12  200407-5551 

広島駅ビル屋上から北方を望んだ様子。 

新幹線工事中の広島駅 
昭和 48. 4.29   200407-3575 

在来線の引込線があった場所に高架橋が建

設された。 

山陽新幹線開通以前の三原駅 
昭和 46. 3.28   200407-5549 
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広島駅の変遷 

広島駅は、山陽本線の広島開通に合わせて、明治 27 年(1894)4 月に最初の駅

舎が完成しました。開業時の駅舎は木造平屋建の瓦葺きで、簡素な造りでした。 

 その後、広島が中四国地方一の大駅として発展を遂げる中で、大正 11 年

(1922)8 月 27 日に二代目の駅舎が新築されました。この時の駅舎は日本初の鉄

筋コンクリート二階建ての重厚な建物で、岡山駅をはじめ、その後の駅改築ブー

ムのはしりとなりました。 

三代目の駅舎が完成したのは昭和 40 年(1965)12 月 1 日でした。戦後、原爆で

被災した駅舎を修復・増築して使われていましたが、平和都市広島の表玄関口に

ふさわしい駅舎の新築が要望され、総工費の多くを民間で賄う「民衆駅」として、

地上六階建てのビルが新築されました。 

現在、四代目の新しい駅ビルが建設されており、完成が近づいています。 

広島県立文書館 令和 6 年度収蔵文書の紹介展 

写真展 山陽本線の軌跡―山陽鉄道・国鉄の時代― 
  令和 6 年（2024）7 月 2 日   〒730-0052 広島市中区千田町三丁目 7—47 広島県情報プラザ内 広島県立文書館（担当 西向宏介） 

         TEL 082-245-8444 FAX 082-245-4541 Email monjokan@pref.hiroshima.lg.jp 
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大正期の広島停車場     200407-3114 

工事中の広島民衆駅 
昭和 40.   200407-3014 

完成した広島民衆駅 

昭和 41. 1. 8   200407-3014 

新装なった広島駅ビル「アッセ」 

平成 11. 4.11   200407-5551 

広島駅ビルの解体と新駅ビルの建設 

（左上）令和 4. 8.23 
（上）令和 5. 2.19 （左）令和 6. 4.21 

昭和戦前期の広島駅     200407-3114 

工事（解体）中の広島駅と仮駅 
昭和 39. 5. 9   200407-5551 

広島駅  昭和 36. 6.18  200407-3014 
 戦後の広島駅は、原爆で傷ついた大正駅
舎の前面に張り出す形で出札室を増設して

使用していた。 
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